































2 ) 箆谷次郎 f近代日本における教育と悶家の恕;想J (伊iJO字社， 1994年)には，次の三論文が収め
られている。
「市町村の忠魂碑・宏、霊塔について 務鴎問題によせてJ(f康史評議s.!第292号， 1974年8月)
「戦没者碑と F宏、魂碑s ある忠魂碑訴訟によせてJ (f歴史評論』第406号， 1984年 2月)
「大阪府における戦没者碑の変遷J (新稿)
収められなかったものに，次のこ論文がある。
「戦後の忠魂碑・慰霊霊碑等についてJ (f歴史評論s第329号， 1977年 9月)
「戦争碑についての考察一一海老根功氏『忠魂碑3・F戦争のいしぶみsを素材にJ (f歴史評
論3 第444号， 1987年 4FJ)






長持者 f忠魂碑の研究(腕書房， 1984年 7月)
4) r戦争碑の諸相…ー茅ヶ崎市内の砕を対象としてJ (ぎ茅ヶ崎市史研究』第16号， 1992年 3月)
5) r臼清戦争記念碑考一一愛知県を例としてJ (f名古屋大学文学部研究論集s第131号，史学44号，
1998年3月)




「越後小出戊反戦役における戦死者祭犯J (成城大学常民文化研究会 F常民文11:;.1第20号， 1997 
年 3月)
































編集委員会編 f王子和のためのガイドブック 沖縄の戦跡と箪事基地J (あけぼの出絞社， 1985年
10汚)
戦争体験を記録する会編宮大阪の戦争遺跡ガイドフ。ツクJ (清原堂出版部， 1987年 7月)
松代大本営の保存をすすめる会編 Fガイドブック 松代大本営J (新日本出版社， 1995年 6月)
東京平和委員会編 Fガイドブック 東京の戦争・平和主(新日本出版社， 1995年 8月)
神奈1¥果歴史教育者協議会綴 F神奈川燥の戦争遺跡(大月書j苫， 1996年 6Al
原爆遺跡保存遼動懇談会編 fガイドブック ヒロシマJ (新日本出版社， 1996年 8月)
池田一郎・鈴木哲也 f新装絞・京都の「戦争遺跡」をめぐる(つむぎ出絞， 1996年12月)
あいち・平和のための戦争展実行委員会 F愛知の戦争遺跡ガイド(同会， 1997年 7月)
三重県歴史教育者協議会総 F三重の戦争遺跡(つむぎ出版， 1998年 2月)
そのほか，偲人的著作に，次のものがある。
空辰男守口答装地宇品一一新しいヒロシ?学習.1 (汐文社， 1994年7月)
原山茂夫 F司王さぐり 松代大本営一一言十阪から差別の根源まで(銀河書房， 1995年 5月)

























則， 1873年12月25臼)。ただし，前述した第 4期の理葬規則では r六簡月以内」に








12) 横山篤夫「真閉山陸軍墓地の成立と展開についてJ (f地方史研究』第281号， 1999年10汚)
l3) 1996年10月31日，佐世保海箪墓地で管理人から開き取り。
軍隊と戦争の記憶、 119 
標の大きさも指定された。日清戦争に対応した第 5期に i戦時陸軍埋葬規則J (1894 






















これは， E震が主催する戦没者の慰霊祭でも開様の事態が確認できる。 1906年 7月の









































都道府県 墓 地 名 面積(坪) 所在地 備 考
北海 道 札幌陸軍墓地 つ 札幌市月寒 忠、霊塔形式。
旭川陸軍墓地 5000 j@}lj市近文2085 明治34.10第7i'l市移駐，昭和11.
6忠、魂碑(1000柱)，昭和20.5忠
霊堂建立。
函館経寧墓地 93 函館市函館山台町25 慕擦37基，柏野練兵場にあった
陸軍基地(500坪)は撤去。
青 森県 青森陸軍基地 4270 青森市幸畑 八Efl田遭難者十日露合葬墓十倍
人墓154(明治10没など)。
弘前経箪墓地 3300 弘前市長勝寺 忠霊塔形式。
大湊海軍墓地 つ むつ市 所在地不明。
岩手県 皇室開陸軍慕地 つ 盛岡市
宮 城県 仙台陸軍墓地 3500 仙台市井戸沢 常盤台霊苑，個人墓標，合葬塔
秋田 県 秋田陸軍基地 1623 秋田市 秋田市・天徳寺へ移す，個人墓標
76基。
山形県 山形陸態慕地 1536 山形市千歳山 明治29.11設置，個人墓標。
福島 県 会津若松陸軍基地 1500 会津若松市小田山 忠霊堂， 2万余柱。
茨城察 水戸陸軍纂地 つ 水戸市
栃 木県 宇都宮陸軍墓地 つ 宇都宮市
群馬 県 高崎淫箪墓地 951 高崎市 個人慕標，穣広寺。
埼玉祭 つ
千葉県 習志野陸軍基地 つ 習志野市 個人慕標。
東 都 東京陸軍基地 10014 東京都文京毘音羽 言霊園寺境内，縮少。
東京海軍墓地 つ 東京都港区 明治学院大構内，忠、霊塔。
神奈川県 横須賀陸軍墓地 1374 横須賀市平作 個人墓標。
横須賀海軍基地 25000 横須賀市馬門山 明治15.1設置(説明板)， 279基，
供養塔7慕，横須賀風物百選。
山梨県 甲府陸軍基地 つ 所在地不明
新潟県 高田陸軍墓地 3771 高田市 忠霊堂，場所は移転か(公園内)。
新発田窪箪墓地 つ 新発田市五十公野 運動公園に転換。消失。
村松睦軍墓地 1857 村松市 老人ホームに転換か。消失。
長野県 松本陸軍墓地 1233 松本市 戦後護毘神社燐へ移転か，納骨
堂。
静岡県 静岡陸箪墓地 1700 安倍郡千代田村沓谷 明治30頃設寵(歩34R史)，現在
2200坪。個人慕標。
浜松陸軍纂地 1483 浜松市住吉 4了自 忠霊堂。
三島陸軍基地 992 コ島市加茂川国了城山 重砲兵聯隊。個人墓標。
愛知県 名古屋陸軍墓地 2860 名古屋市東広新出来町 昭和31.1.10墓碑等733墓を平和
5…33 公爵(星ケ丘)へ移転，昭和45.12
閣から市へ管理移管。
愛橋睦軍基地 3481 豊橋市前畑 個人墓標。
12 係数大学総合研究所紀要第7号
岐 阜県 妓皐遊軍墓地 1493 岐阜市那加楠野町 合葬塔，個人慕標。
=震県 津陸軍基地 1989 久居市野村町 歩33R。合葬塔。
富山県 富山陸軍基地 1445 富山市長問 明治41歩69R，昭和16.10忠霊塔
合葬塔一上海， 1諸外1，歩35R。
3165 金沢市野関山 金沢市忠霊塔。
福井県鯖江健筆墓地 6140 鯖江市神明丘 忠霊塔，嶺北。




舞鶴陸軍墓地 ? 舞鶴市福来西 l忠明郡治30要塞砲兵大隊→重砲兵聯
隊，個人墓標。
舞鶴海軍慕地 1726 舞鶴市 個人慕標。
大阪 府i真田山陸軍基地 5359 大阪市宰相山 他人墓標5116柱以上。納骨堂。
高槻陸箪墓地 865 高槻市天神山 工兵大隊→聯隊， f傍人墓標一兵
土12，将校2。




和歌山祭和歌山陸軍墓地 つ 和歌山市 忠霊塔。
深山際軍基地 つ 和歌山市深山 所在地不明，消失。
2856 鳥取市国府町宮ノ下 {殴人慕様。
島根県松江陸軍基地 1613 松江市 合葬塔。
浜田陸軍基地 1935 浜田市 偶人墓標。
岡山県i関山陵軍基地 3370 間山市津坂1370 個人墓標。護国神社内の忠霊塔
は戦後建立。
法島県i比治山陸軍基地 16875 広島市比治山 個人墓標環在3533柱以上。
福山陸箪墓地 つ 福山市 寺院の境内で撤去か，消失。
呉海主要慕地 8570 呉市 個人慕擦，合葬塔。
山口県 山口陸軍墓地 1069 山口市 偲人墓標。
徳島県 徳島陸軍墓地 2363 徳島市 忠霊塔。
香川県 善通寺謹箪墓地 つ 善通寺市 偶人墓標，合葬塔。
丸亀陸軍墓地 1820 丸亀市
愛媛県 松山陰箪墓地 2747 松山市
高知県 高知陸軍慕地 1080 高知市
福 岡県 谷陸軍基地 2040 福岡市谷 l臥墓標合耕
久留米陸箪纂地 3642 久留米市 忠護士答。出JlI招魂社北』こ西南戦
争の官修慕地。








































































































志岐叡彦 F佐世保東山海軍墓地/喜霊碑誌』東山海箪墓地保存協力会， 198. 8 
F忠魂録一佐世保鎮守府埋葬地誌』佐世ー保海軍工廠， 1936. 7 






























































































18) 注(3)大原康男 f忠魂碑の研究 142~143頁0































20) 中~邦編『写真・絵爾集成 臼本の女たちs第六巻，教育をつくる， 100~101真，日本図書セ



































































25) 加藤典洋 F敗戦後論』講談社， 1997年。
